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は
じ
め
に 

 

川
島
・
三
谷
・
仏
生
山
地
区
は
、
古
代
に
は
「
南
海
道
」
が
通
っ
て
い
た
地
域
で
す
。
南
海
道
は
都

へ
の
連
絡
や
租
税
を
納
め
る
た
め
に
使
わ
れ
た
官
道
で
あ
り
、
香
川
県
の
東
西
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
し
た
。

特
に
、
三
谷
に
は
三
谿

み

た

に

駅
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
交
通
の
要
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
南
海
道
」
が
整
備
さ
れ
る
以
前
、
こ
の
地
域
に
は
古
墳
時
代
中
期
前
半
に
高
松
平
野
で
最
大
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
三
谷
石
舟

み

た

に

い

し

ふ

ね

古
墳
、
中
期
後
半
に
は
直
径
四
十
メ
ー
ト
ル
の
高
野
丸
山

こ

う

や

ま

る

や

ま

古
墳
と
い
っ
た
高
松

平
野
南
部
の
盟
为
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
鳳
時
代
に
は
こ
れ
ら
古
墳
と
同
じ
尾
根
上
に
高
野
廃
寺

こ

う

や

は

い

じ

が
造
営
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
尾
根
周
辺
が
高
松
平
野
南
部
で
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

こ
の
た
め
三
渓
駅
が
設
け
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

時
代
は
下
り
、
南
海
道
も
尐
し
ず
つ
位
置
を
変
え
、「
讃
岐
国
往
還

お
う
か
ん

」
と
呼
ば
れ
る
道
へ
と
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
近
世
に
な
る
と
、
仏
生
山
に
法
然
寺
が
造
営
さ
れ
る
と
、
往
還
周
辺
も
そ
の
門
前
町
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。
ま
た
、
川
島
も
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
袖
乞

そ
で
ご
い

闘
争
と
呼
ば
れ
る
物
乞
い
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
東
讃
の
百
姓
が
事
あ
る
ご
と
に
徒
党
を
組
ん
で
押
し
寄
せ
て
お
り
、
比
較
的
参
集
し
や
す
い
地
域

で
あ
り
、
富
裕
層
が
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代
に
開
通
し
た
県
道
三
木
国
分
寺

線
に
幹
線
道
路
の
役
割
は
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
往
還
は
今
も
旧
道
と
し
て
使
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。 
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川島本町山田遺跡  

川島本町遺跡  

高野丸山古墳  

丹生神社  
（高野廃寺）  

高野南 1 号墳  

高野南 2 号墳  

石舟池古墳群  

三谷石舟古墳  

鎌野城跡  

三谷中原遺跡  藤川三渓顕彰碑  
三谷城跡  

三谷八幡宮  

三郎池西岸窯跡  

小日山 1 号墳  

矢野面古墳  

雨山古墳群・雨山南遺跡  

法然寺  

三郎池  

住蓮寺池  

川島本町南遺跡  

同一尾根上に  
重要遺跡が点在  

讃岐国往還  

南海道  

県道三木  
国分寺線  

周辺の为な遺跡  
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１ 

南
海
道

な
ん
か
い
ど
う 

古
代
の
行
政
区
画
の
五
畿
七
道
の
一
つ
で
、
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
・

讃
岐
・
伊
予
・
土
佐
が
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
諸
国
の
国
府
と

都
を
結
ぶ
官
道
を
指
し
ま
す
。
道
の
行
程
は
、
紀
伊
か
ら
海
路
で
淡
路

を
経
て
鳴
門
市
撫
養
で
四
国
に
上
陸
し
、
大
坂
峠
を
経
て
讃
岐
に
入
り

ま
す
。
讃
岐
内
で
は
引
田
（
東
か
が
わ
市
馬
宿
）
、
松
本
（
さ
ぬ
き
市

大
川
町
田
面
）
、
三
谿

み

た

に

（
高
松
市
三
谷
町
）
、
河
内
（
坂
出
市
府
中
町
）
、

甕
井

み

か

い

（
多
度
津
町
三
井
も
し
く
は
善
通
寺
市
弘
田
町
永
井
）
、
柞
田

く

に

た

（
観

音
寺
市
柞
田
町
）
に
駅
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
三
谷
中
原
遺
跡
で
は
南

海
道
の
側
溝
や
道
路
の
可
能
性
が
高
い
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

２ 

川
島
本
町
山
田
遺
跡

か
わ
し
ま
ほ
ん
ま
ち
や
ま
だ
い
せ
き 

県
道
西
植
田
高
松
線
道
路
改
良
事
業
に
伴
い
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
縄
文
時
代
後
期
お
よ
び
弥
生
時
代
前
期
の
土
坑
な
ど
が
検

出
さ
れ
て
お
り
、
早
い
時
期
か
ら
当
地
に
人
が
住
み
着
い
て
い
た
こ
と

川島本町山田遺跡出土弥生土器  川島本町山田遺跡出土縄文土器  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%B4%E9%96%80%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E3%81%8B%E3%81%8C%E3%82%8F%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%95%E3%81%AC%E3%81%8D%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%95%E3%81%AC%E3%81%8D%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%95%E3%81%AC%E3%81%8D%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9D%BE%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9D%82%E5%87%BA%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9A%E5%BA%A6%E6%B4%A5%E7%94%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%96%84%E9%80%9A%E5%AF%BA%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%B3%E9%9F%B3%E5%AF%BA%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%B3%E9%9F%B3%E5%AF%BA%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%B3%E9%9F%B3%E5%AF%BA%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%B3%E9%9F%B3%E5%AF%BA%E5%B8%82
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が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
条
里
の
坪
界

溝
な
ど
も
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
事
業
で
は
縄
文
時
代

後
期
の
土
器
が
出
土
し
た
川
島
本
町
遺
跡
、
弥
生
時
代

後
期
の
土
器
や
古
墳
時
代
後
期
の
メ
ノ
ウ
製
勾
玉
が
出

土
し
た
川
島
本
町
南
遺
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

３ 
丹
生
神
社

に

う

じ

ん

じ

ゃ

（
高
野
廃
寺

こ

う

や

は

い

じ

） 

池

田

町

の

合

子

神

社

の

境

外

攝
社

せ
つ
し
ゃ

で

、

祭

神

は

淤
加
美
神

お

か

み

の

か

み

で
す
。『
全
讃
史
』
で
は
「
里
人
は
む
か
し
七
堂

伽
藍

が

ら

ん

が
あ
っ
た
の
で
丹
生
明
神
を
祀
っ
て
い
た
が
、
長
宗

我
部
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
祠
だ
け
が
残
っ
て
い
る
と

言
っ
て
い
る
が
誤
り
で
、
淳
和
帝
（
八
二
三
～
八
三
三
）

が
遍
照
院

へ
ん
じ
ょ
う
い
ん

に
喜
捨
し
た
の
で
、
院
为
の
僧
が
高
野
明
神
を

迎
え
て
祀
り
、
鬼
骨
村
を
高
野
原
と
改
名
し
た
と
い
う
説

が
正
し
い
」
と
推
測
し
て
い
ま
す
。 

高野廃寺出土瓦  
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境
内
か
ら
は
白
鳳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
古
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、

丹
生
神
社
周
辺
の
東
西
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
が
高
野
廃
寺
に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

４ 

高
野
丸
山
古
墳

こ

う

や

ま

る

や

ま

こ

ふ

ん 

古
墳
時
代
中
期
の
直
径
四
十
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
す
。
道
路
建
設

等
に
よ
り
削
平
さ
れ
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
古
い
地
籍
図
か
ら
二
段

築
成
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
古
墳
周
囲
に
幅
十

～
十
五
メ
ー
ト
ル
の
周
濠
状
の
地
割
が
見
ら
れ
、
古
墳
南
側
は
堀
状

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
側
は
堀
状
に
な
ら
ず
外
側
が
一
段
下
が
っ

て
お
り
、
基
壇
状
の
テ
ラ
ス
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
期
の
古

墳
の
中
で
は
高
松
平
野
で
最
大
級
で
あ
り
、
平
野
南
部
の
盟
为
墳
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
も
地
割
り
に
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

丹生神社  高野丸山古墳地籍図  
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５ 

藤
川
三
渓
顕
彰
碑

ふ
じ
か
わ
さ
ん
け
い
け
ん
し
ょ
う
ひ 

藤
川
三
渓

ふ
じ
か
わ
さ
ん
け
い

は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
一
一
月
二
四
日
に
山
田
郡
三
谷
村
に
生
ま
れ
、
高
松
藩

の
儒
医
と
し
て
仕
え
て
い
ま
し
た
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
長
崎
の
高
島
秋
帆

た
か
し
ま
し
ゅ
う
は
ん

に
師
事
し
、

砲
術
を
修
め
、
銃
殺
捕
鯨
法
も
習
得
し
ま
し
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
一
）
藩
に
海
防
の
重
要
性
を

説
き
、
農
兵
か
ら
な
る
「
竜
虎
隊
」
を
組
織
し
、
長
崎
鼻
砲
台
を
築
き
ま
し
た
。
勤
皇
の
志
士
と
し

て
国
事
に
奔
走
し
、
一
時
投
獄
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
奥
羽
征
討
軍
の
軍
監
に
な
り
ま
し
た
。
明
治

六
年
（
１
８
七
三
）
小
笠
原
に
開
洋
社
を
設
立
し
、
お
雇
い
外
国
人

と
共
に
洋
式
捕
鯨
に
着
手
し
ま
し
た
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

東
京
に
日
本
最
初
の
大
日
本
水
産
学
校
、
明
治
二
二
年
（
一
八
七
九
）

大
阪
に
水
産
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）

に
病
没
し
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

６ 

三
谷
石
舟
古
墳

み

や

い

し

ふ

ね

こ

ふ

ん 

 

古
墳
時
代
中
期
前
半
の
前
方
後
円
墳
で
、
全
長
八
十
八
メ
ー
ト

ル
、
後
円
部
径
四
十
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
．
五
メ
ー
ト
ル
、
前

三谷石舟古墳石棺  

http://kotobank.jp/word/%E8%A8%AD%E7%AB%8B
http://kotobank.jp/word/%E6%B4%8B%E5%BC%8F
http://kotobank.jp/word/%E6%9D%B1%E4%BA%AC
http://kotobank.jp/word/%E6%9D%B1%E4%BA%AC
http://kotobank.jp/word/%E5%AD%A6%E6%A0%A1
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E9%98%AA
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E9%98%AA
http://kotobank.jp/word/%E5%89%B5%E7%AB%8B
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方
部
幅
二
十
七
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
高
松
平
野
最

大
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
ほ
ぼ
水
平
に
整
形
さ
れ

た
基
壇
状
テ
ラ
ス
上
に
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
葺

石
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
ラ
ス
面
に
敷

石
状
の
小
塊
石
群
が
見
ら
れ
ま
す
。
鷲
ノ
山
石
を

用
い
た
刳
抜
式
石
棺
は
長
さ
二
．
七
七
メ
ー
ト
ル
、

幅
〇
．
七
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
．
四
二
メ
ー
ト

ル
を
測
り
ま
す
。
平
底
の
底
部
を
持
ち
、
長
側
縁

が
垂
直
に
立
ち
上
が
る
こ
と
か
ら
讃
岐
産
の
も
の

と
し
て
は
最
も
新
し
い
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
埴
輪
、
須
恵
器
、
勾
玉
、
切
子
玉
等
の
出

土
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

７ 

石
舟
池
古
墳
群

い
し
ふ
ね
い
け
こ
ふ
ん
ぐ
ん 

 

三
谷
石
舟
古
墳
の
北
に
所
在
す
る
石
舟
池
の
堤

三谷石舟古墳実測図  
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防
の
改
修
工
事
に
伴
い
箱
式
石
棺
一
基
と
十

一
基
の
円
墳
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
箱
式
石

棺
は
三
谷
石
舟
古
墳
の
後
円
部
に
近
接
し
た

場
所
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
中
期

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
池
の
北
側

堤
防
で
見
つ
か
っ
た
円
墳
は
い
ず
れ
も
直
径

五
～
十
メ
ー
ト
ル
と
小
規
模
な
も
の
で
、
古

墳
時
代
後
期
前
半
頃
の
古
墳
で
す
。 

  
 

 
 

 

８ 

三
谷
八
幡
宮

み
た
に
は
ち
ま
ん
ぐ
う 

天
暦
二
年
（
九
四
八
）
小
海
基
治
が
三
谷
村

中
州
の
地
に
創
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
『
全
讃
史
』
で
は
延
長
年
間
（
九
二
三
～
九
三
一
）

に
讃
岐
朝
臣
の
子
に
兵
庫
と
い
う
者
が
あ
り
、
封
を
三
谷
に
受
け
、
火
山
の
南
に
居
り
、
男
山
の
神
を
迎

え
て
鬼
門
の
鎮
め
と
し
、
天
暦
三
年(

九
四
九)

に
尭
存
と
い
う
僧
に
祭
祀
を
司
ら
せ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
地
を
領
す
る
三
谷
氏
の
崇
敬
が
厚
く
、
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
、
宮
中
に
怪
鳥
が
現
れ
た
際

石舟池 2 号墳出土遺物実測図  
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に
、
三
谷
弥
七
郎
景
晴
が
そ
の
退
治
を
命
じ
ら
れ
、
当
社
に
祈
願
し

た
と
こ
ろ
見
事
撃
ち
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
功
に
よ
り
弓
矢
を
賜
り
、

兵
庫
頭
に
任
じ
ら
れ
た
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
弥
七
郎
は
此
の
栄

誉
は
神
威
に
よ
る
も
の
と
し
、
賜
っ
た
弓
矢
を
神
前
に
奉
じ
、
永
享

五
年(

一
四
三
三)

九
月
十
八
日
に
神
領
百
石
を
寄
進
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
香
西
元
定
が
上
佐
山
城

を
攻
め
た
際
に
火
を
放
ち
、
別
当
の
三
谷
寺
も
被
災
し
、
古
記
録
神

宝
等
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
景
晴
の
矢
の
み
災
い
を
免
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
寛
永
五
年(

一
六
二
八)

に
三
郎
池
を
築
く
時
に
池
の

中
に
な
る
こ
と
か
ら
遷
座
し
ま
し
た
。
宝
暦
十
二
年
五
月
お
よ
び
明

治
二
十
六
年
四
月
に
改
築
、
昭
和
二
年
五
月
に
修
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
応
神
天
皇
（
誉
田
別
尊

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

）
、

毘
女
大
神

ひ

め

お

お

か

み

、
神
功
皇
后

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

（
息
長
足
毘
女
命

お

き

な

が

た

ら

し

め

）
で
す
。 

  
 

 
 

 

９ 

三
郎
池

さ
ぶ
ろ
う
い
け 

堤
長
三
九
二
メ
ー
ト
ル
、
満
水
面
積
三
八
．
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
貯
水
量
一
七
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
か

三谷八幡宮  
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ん
が
い
面
積
四
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
池
で
す
。 

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
『
讃
岐
国
絵
図
』
に
も
、「
三
谷
池
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
は

三
谷
池
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
修
築
拡
張
さ
れ
、
満
濃
太
郎
・
勝
間
次
郎
（
元
文
元
年
（
一
七
三

六
）
決
壊
し
、
廃
池
後
は
神
内
次
郎
）・
三
谷
三
郎
と
並
び
称
さ
れ
た
た
め
、
三
郎
池
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。『
翁
嫗
夜
話

お

う

お

う

や

わ

』
に
「
三
谷
陂ひ

寛
永
五
年
戊
辰
春
正
月
二
十
日
載
夏
五
月
十
五
日
告
生
駒
高

俊
命
西
嶋
八
兵
衛
之
尤

ゆ
き
ま
さ

幹
事
三
野
四
郎
左
衛
門
（
後
略
）
」
、『
全
讃
史
』
に
は
「
監
池
吏
の
禄
三
石
七
斗
な

り 

舊
小
陂
あ
り
き
。
生
駒
高
俊
、
西
嶋
之
尤
に
命
じ
て
更
に
大
い
に
せ
り
」
と
あ
り
、
寛
永
五
年
（
一

六
二
八
）
に
元
か
ら
存
在
し
た
小
池
を
拡
張
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

池
の
西
岸
で
は
初
期
須
恵
器
の
窯
跡
で
あ
る
三
郎
池
西
岸
窯
跡
が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
池
の
南
部
で
は

縄
文
土
器
な
ど
が
出
土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
三
谷
三
郎
の
蛇
」 

む
か
し
む
か
し
、
三
谷
三
郎
池
に
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
住
み
つ
い
た
の
か
母
と
子
の
「
蛇
」
が
い
ま
し
た
。
母
親
の
「
じ

ゃ
」
は
身
体
が
大
き
い
の
で
、
三
つ
の
谷
に
ま
た
が
る
三
郎
池
で
も
き
や
う
く
つ
で
し
た
。
あ
る
日
つ
つ
み
で
昼
寝
を
し

て
い
た
子
供
の
「
じ
ゃ
」
は
、
西
の
方
に
満
濃
池
と
い
う
大
き
な
池
が
で
き
た
と
い
う
、
村
人
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
さ

っ
そ
く
「
お
母
さ
ん
、
西
の
方
に
満
濃
池
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
水
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
、
こ
れ
か
ら
す
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ぐ
に
行
っ
て
く
る
と
い
い
で
す
よ
」
と
す
す
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
と
母
親
の
「
じ
ゃ
」
は
、
あ
る
あ
ら
し
の
よ
る
、
た
つ
ま

き
に
な
っ
て
西
へ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
た
あ
る
春
の
日
、
子
供
の
「
じ
ゃ
」
が
つ
つ
み
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
村
の
子
供
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
「
三
谷
三
郎
池
に
「
じ
ゃ
」
が
お
る
お
る
と
、
大
き
な
「
じ
ゃ
」
げ
な
、
う
そ

じ
ゃ
げ
な
、
わ
ぁ
ー
い
。
」
と
、
子
供
の
「
じ
ゃ
」
を
と
り
か
こ
ん
で
は
や
し
た
て
ま
し
た
。
子
供
の
「
じ
ゃ
」
は
母
親
が
恋

し
く
な
り
泣
き
出
し
ま
し
た
。
く
や
し
く
な
っ
た
子
供
の
「
じ
ゃ
」
が
子
供
の
中
へ
と
び
こ
も
う
と
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
「
う
わ
ぁ
ー
」
と
大
声
を
上
げ
て
逃
げ
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
時
で
す
。
う
し
ろ
の
た
か
ー
い
、
た
か
ー
い
と
こ
ろ
か
ら

「
坊
や
、
坊
や
」
と
い
う
な
つ
か
し
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
り
っ
ぱ
な
竜
に
な
っ
た
母
親
の
す
が
た
が
あ

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
母
と
子
は
三
谷
三
郎
池
で
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
す
に
く
ら
し
た
そ
う
で
す
。 

「
三
谷
地
区
地
域
お
こ
し
事
業
推
進
委
員
会
設
置
看
板
よ
り
抜
粋
」 
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小
日
山
１
号
墳

こ

び

や

ま

１

ご

う

ふ

ん 

 

日
山
の
南
東
部
に
付
随
す
る
小
日
山
西
側
頂
部
に
所
在
す
る
全
長
二
八
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径
一

六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
．
〇
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
一
〇
．
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
後

円
部
中
央
に
長
さ
六
．
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
．
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
．
〇
メ
ー
ト
ル
の
竪
穴
石
槨

が
露
出
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
鏡
が
出
土
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
立
地
、
墳
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丘
お
よ
び
石
室
形
態
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
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矢
野
面
古
墳

や

の

づ

ら

こ

ふ

ん 

 

削
平
さ
れ
て
墳
形
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
が
残
り
、
円
墳
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
存
す
る
石

室
は
、
全
長
九
．
五
四
メ
ー
ト
ル
、

玄
室
長
三
．
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
玄
室

幅
二
．
六
四
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
高
二
．

九
二
メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。
高
松

平
野
南
部
最
大
の
石
室
を
持
つ
古
墳

で
、
石
材
も
比
較
的
大
き
い
も
の
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
恵
器
の
出

土
が
知
ら
れ
て
お
り
、
概
ね
六
世
紀

末
か
ら
七
世
紀
初
頭
頃
の
古
墳
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

矢野面古墳石室実測図  
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雨
山
古
墳
群

あ
め
や
ま
こ
ふ
ん
ぐ
ん 

雨
山
の
南
麓
に
所
在
す
る
小
規
模
な
円
墳
十

二
基
と
方
墳
一
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で
す
。
須

恵
器
等
が
出
土
し
て
お
り
、
六
世
紀
末
か
ら
七

世
紀
前
半
頃
の
古
墳
群
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
周

辺
に
は
同
様
小
規
模
な
古
墳
が
密
集
す
る
北
山

古
墳
群
・
住
蓮
寺
池
古
墳
群
が
所
在
す
る
ほ
か
、

香
川
町
万
塚
周
辺
に
か
け
て
古
墳
が
点
在
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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住
じ
ゅ
う

蓮 れ
ん

寺
池

じ

い

け 

多
肥
上
町
お
よ
び
三
谷
町
に
ま
た
が
る
池
で
、

堤
長
四
一
二
メ
ー
ト
ル
、
満
水
面
積
一
二
．
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
貯
水
量
四
九
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
か

ん
が
い
面
積
一
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
池
で
す
。 

雨山古墳群・北山古墳・住蓮寺池古墳群位置図  
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築
造
時
期
は
、
記
念
碑
に
四
百
年
く
ら
い
経
過
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
不
明
で
す
。
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
の
『
翁
嫗
夜
話
』
に
よ
る
と
山
田
郡
に
住
蓮
寺
陂
と
い
う
名
前
で
記
載
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

香
川
郡
に
多
肥
池
と
妙
同

み

よ

と

石い
し

池い
け

と
い
う
現
在
は
な
い
池
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
つ
の
池
が
住
蓮
寺

池
の
前
身
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
蓮
寺
池
の
北
西
に
あ
る
円
光
寺
の
記
録
で
は
寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）
に
同
寺
の
釣
鐘
の
鋳
造
を
住
蓮
寺
池
で
行
っ
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で

に
は
一
つ
の
池
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

住
蓮
寺
池
の
名
前
の
由
来
は
、『
十
河
称
念
寺
由
緒
記
』
に
「
元
暦
（
一
一
八
四
～
一
一
八
五
）
の
こ
ろ

住
蓮
坊
本
尊
を
供
養
し
て
此
州
に
来
る
蓋
し
有
縁
の
地
か
草
庵
を
結
び
本
尊
を
安
置
し
勧
導
す
（
後
略
）
」

と
あ
り
、
法
然
上
人
の
弟
子
で
あ
る
住
蓮
が
建
て
た
草
庵
に
由
来
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

寺
跡
も
な
い
た
め
不
明
で
す
。 
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